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研究成果の概要（和文）：精神障害者の社会的健康の獲得に資するため、特に生活・就労の継続に着目し、精神
障害者が抱える生活や就労の現状について質的研究・文献検討により明らかにした。質的研究では、精神障害者
の地域生活および就労の現状と課題について検討した結果、疾患・症状が日常生活・就労へ及ぼす影響とそのバ
ランス調整の難しさ、地域生活に対する地域の理解と現状の課題が抽出された。また、文献検討では、就労範囲
は拡大しつつある一方で、障害の特性等から離職につながりやすい状況があった。また、新型コロナウイルス感
染症の影響を含めた社会情勢の影響が大きく、精神的・社会的に安定が難しいことが認められ、継続的な支援の
必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：To enhance opportunities for individuals with mental disabilities to attain 
social well-being, we conducted a qualitative study and literature review on their current daily 
lives and employment status, with a focus on the sustainability of both. In the qualitative study, 
we investigated the issues of present conditions, community life, and employment. We identified 
several issues, including the significant impact of symptoms on daily life and employment, the 
difficulty of modifying daily routines during severe symptom phases, and the community's lack of 
understanding of the illness. The literature review indicated that while the employment prospects 
for them are broadening, there is a substantial risk of job cessation due to the nature of their 
disabilities. Additionally, the impact of social conditions, such as the COVID-19 pandemic, 
exacerbates the difficulty in maintaining mental and social stability, underscoring the necessity of
 ongoing support to achieve social well-being.

研究分野： 地域保健
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研究成果の学術的意義や社会的意義
障害者の雇用対策が進められるなか、精神障害者はその障害の特性から、社会的健康という側面では健康な状態
にあるとは言い難い状況にある。また、国際生活機能分類（ICF）からすると、精神障害者は特に、活動制限や
参加制約という障害をも担うことが多く、加えて、偏見も大きく、回復し機能障害はないものの、活動や参加が
制限される場合も少なく、健康全般に影響するものである。これより、精神障害者の精神的・身体的・社会的健
康を目指すためには、社会的健康の確立は非常に重要である。本研究において、雇用促進から社会的健康を考え
るため、精神障害者が抱える生活や就労の現状について検討したことは、社会的に意義深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
健康の概念は社会情勢の影響を受け、それと共に疾病構造や健康状態も変化してきた。現代に

おいて健康とは「単に疾病がないとか、虚弱でないだけでなく、身体的・精神的・社会的に完全
に良好な状態である（WHO による健康の定義、1946）」とされ、精神的・社会的側面にも注目
している点は、現代の健康観を考える基盤となっている。特に社会的健康では、学歴、職業、所
得等の社会階層の影響が注目され、身体的・精神的な側面への影響が報告されている。これらは
健康格差として大きな社会問題となっており、なかでも職業、就労状況は経済的な部分から、社
会的な健康のみだけでなく、身体的・精神的健康へも直結する問題となっている。 
障害者における就労では、1955 年の国際労働機関（ILO）の総会において、職業更正（身体

障害者）勧告が採決され、障害者の雇用促進が位置づけられたことを皮切りに、日本でも障害者
の権利擁護や差別解消の一連の施策の中で取り組まれてきた。一方で、高度経済成長での労働力
不足、近年においては少子高齢化の進行に伴い、生産年齢世代の減少が始まったことを受け、障
害者雇用は拡大してきた。これら国際的な動向や社会情勢、関係団体からの発言を受け、種々の
法制度・社会福祉が整備され、身体障害者・知的障害者の雇用対策は進んだものの、精神障害者
の雇用は遅れをとっているのが現状である。2013 年の障害者雇用促進法の改正で、ようやく精
神障害者の雇用の義務化が施行され、2018 年から法定雇用率の対象として、新たに精神障害者
が加えられ、支援施設、就労数は増加した。しかしながら、一方で課題も明確になり、精神障害
者には他の障害とは異なる特性があり、単に同じ制度上に組み込むだけでは十分ではないこと
が指摘されている。特に、精神障害者はその症状や疾患の状況が動揺するため、定期的あるいは
不定期にその状態が悪化する場合がある。よって、通院や体力面でのフルタイムでの勤務の困難
さ、医療ケアとの両立を含めた休暇や休息の問題、疾患による就労状況の偏り、責任ある仕事に
就く機会が低いことなどが指摘されている。なかでも、就労継続の難しさは、就労支援が盛んに
なり一般就労する精神障害者が増えるなかで重要な課題となっている。一般的な病気休暇等で
は対応できず、離職に至ることがあり、雇用の安定性を低減させる原因となっている。一方で、
地域生活という部分も大きな課題であり、精神障害者特有の社会的入院の解消と地域社会への
移行が目指されているが、それもまた容易でない状況がある。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、精神障害者が抱える社会的健康に関する課題について、特に生活および就労の継

続に着目し、①精神障害者の地域生活および就労の現状、雇用側（企業）の現状、行政の支援体
制、病院の支援体制の現状を明らかにし、②地域での生活を基盤とした地域生活の継続、継続雇
用のために必要な支援体制を精神障害者（当事者）・雇用者・行政および病院側等の観点から多
角的・有機的に検証し、支援の実際を包括的に検討することを目的とする。ひいては、精神障害
者の地域生活の継続、継続雇用に関する支援のための他職種連携と包括的支援プログラムの検
討および開発を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
1) 質的記述的研究：研究倫理委員会の承認後（承認番号：19-08）、研究協力に同意が得られた

施設において、精神障害者の生活及び就労に関わっている職員を対象にインタビューガイ
ドを用いた半構造化面接による質的記述的研究を実施した。内容は精神障害者の日頃の生
活・就労の状況、困りごとや課題等である。インタビュー内容をもとに逐語録を作成し、意
味内容の類似性と相違性を検討し、類似するコードを集めて抽象度をあげたサブカテゴリ、
カテゴリを抽出し、精神障害者福祉施設に勤務する職員が感じている精神障害者の地域生
活および就労の現状と課題について検討した。 

 
 
2) 文献検討：新型コロナウイルス感染症の影響により、対象者の選定および日程調整が難航し

たため、これまでの研究結果を精査、医中誌を基本として文献検討を行い検討した。 
 
 
４．研究成果 
1) 質的記述的研究の結果、疾患や症状の日常生活への影響とその対応の難しさ、就労へ及ぼす

影響の変動とそのバランス調整の難しさ、精神障害者本人のモチベーションの維持の難し
さ、地域生活に対する地域の理解と現状の課題等が抽出され、精神障害者の疾患特性の症状
は日常生活に加えて就労状況にも影響することが明らかとなり、継続的な支援の必要性が
示唆された 
 



2) 文献検討の結果、精神障害者の就労について、就労することが自己の存在価値を実感するこ
とにつながり、周囲の理解とサポートが就労意欲に関与していた。一方で、障害の特性等か
ら人との関わりの困難さや地域生活自体の困難さを抱えており、それらを地域全体で理解
し、支援していく必要性が示唆された。また、離職につながる要因も多く、事業所と精神障
害者のマッチングの重要性が認められた。 
就労範囲は拡大しつつあるが、障害の特性や雇用形態・条件等から離職につながりやすい状
況であった。障害者側の状況では、自分自身への不安や就労環境への不安、継続できるか難
しいと感じる部分が多く認められた。また、就労側の状況では、就労の担い手として期待さ
れている一方で、就労先の受け入れ状況・担当者の配置やフォロー体制を含めた雇用環境等
の整備が十分でない部分があり、実際の雇用につながりにくい現状があった。近年では、新
型コロナウイルス感染症の影響を含めた社会情勢の影響が大きく、精神的・社会的に安定が
難しいことが認められた。 
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